
カ ブ ル ,ラ ング ー ンな どを旅 行 して

鈴 木 友 子

いけはな親善使節 (アフガニスタン班) として昭和49年 7月14日から8月9日まで矢内原ノリ

コ氏と共に,国際交流基金か ら派遣され,アL77の五ヶ国を旅行する俄会 こ̀めぐまれた｡アフガニス

タンのカプル,パキスタンのカラチ,インドのポンペイ ･ニ ューデリー, ビ ルマのラングーン,南ベ

トナムのサイゴンを訪れ,合計 14回のいけはなデモンス トレーションを行な った｡

カブル,ラングーン,サイゴンなど単なる観光旅行では行きにくい都市が多か ったので,カプル大

学の地理科教授のアレッツ氏がアリゾナ大学でアフガニスタンの自然に関する講演をされたのをもと

にして,簡単に歴史をつけ加えて,文明の十字路としてのアフガニスタンをスライ ドを用いて紹介し

た｡

私共の旅行の第-の目的はアフガニスタン共和国成立一周年記念式典に於て, 日本の民族芸席 とし

てのいけはなをすることで, 日本の祝意を表することでした｡首都カプルは砂漠のオアVスの町,ど

のような花材が入手できるかわからなかったので,東京から黄菊 ･白菊 ･グラLyオラス ･アンセ リウ

ムなど ドライアイスをつめて手荷物として持参いたしました｡ 自由時間など一分もなく夜中に和紙で

鶴を折 ってモビールにしたり,釘打ちをしているとコーランの大合唱がきこえ夜が明けます｡軍隊 ･

銃剣を持つ兵士の隊列で厳重に等成 された会場･チャドリをきて十 る人･羊の肉のごちそ うの臭いな

ど東京では想像もつかないことはかりでした｡

カプル ･ラングーン ･サイゴンの人々はいけはなというものを見るのはほとんどはじめてでしたの

で,最初iこ種子をまくということの責任の重大 さに全力投球するだけでした｡それに比してインドの

上流階級lこおけるいけはな熟はおそろしいようでした｡

この五ヶ国か ら帰国してみると日本は何と平和なよい国であろうかと思い,いけはなが言葉のちが

いをのりこえて人々の心tこ語りかけるその長さも強く感じました｡親善使節 ということは各国の良さ

も吸収したいので,カプルだけでなくバー ミアンにも行ける位の余裕が 日程にあったらとも思います｡

出発前lこ地理科の研究室で参考書を見せていた ゞいたことが,現地で とても役に立ちうれしいことで

した｡ (3月15日)

利 根 川 中 流 部 の 野 菜 生 産

- 関 東 地 方 の 野 菜 生 産 構 造 に 関 連 して-

斎 藤 功

利根川右岸の埼玉県豊里村 (現深谷市北部) ･妻沼町,左岸の群馬県境町 ･尾島町を含む利根川中

流部の地域は野菜生産 こ̀専門化していることに特徴がある｡ この地域では,野菜類の販売額を第 1位

とする農家の割合が50%を超え,なかでも豊里村の中瀬 ･八基 ･新会,妻沼町の男沼地区 (旧村)
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は 80%を越え,野菜生産の核心地域をなしている｡

この地域の商品生産は明治中期までの藍作,明治末か ら戦前にかけての養毒,戦後の野菜へと移 っ

てきた｡商品作物が早くから導入されたのは利根川,小山川の氾乱に伴 う度々の築堤工事,河川交通

などによって藩政時代から深く商品経済に巻込まれていたからであると考えられる｡ このことは渋沢

栄一,尾高津良等の有力者の輩出によってもうなづける｡

野菜は明治末か ら栽培され,昭和初期に産地形成がなされた ｢深谷ネギ｣を中心に,戦後,ホ- レ

ン草 ･ヤマ トイモを加え,冬 ･春野菜の産地に変貌した｡近年,高知等南海地域の冬キューリ (12

- 4月),福島 ･岩手の夏秋キュー リ (8- 10月)の合間をぬって春キューリ (4- 7月)の栽培

が著しく増大した｡ キューリは農協を通 じ東京市場へ系統出荷される｡キューリこ̀は6月中旬iこ出荷

のピークがある露路栽培 (最も多い), 5月下旬tこピークのある無加温 ビニール ･-クス栽培 (その

半分), キュー リの2期作が行なわれる加温ノ､クスという3つの栽培形態がある｡キュー リを除き,

この地域の野菜は殆ど産地市場に出荷される｡ 10- 6月までのネギ, 11- 4月のホ-レン草を中

心に, 4- 5月のダイコン･コカプ (トンネル栽培), 5- 6月のキャベツ ･ニンiyy, 6- 10月

のゴボウが主要野菜である｡これらの野菜は産地商人を通じて東北 ･北海道 ･北陸に出荷されるとこ

ろに特色がある｡東京に出荷されるのは 10%にすぎない｡

以上のように利根川中流部の豊里村では,キュー リーネギ-ホ-レン草という1年 3毛作の集約的

野菜農業が確立している｡この地域は三浦半島のスイカ-ダイコン-キャベツという3毛作地域 とと

もにわが国で最も農業生産性の高い地帯 といえる｡ そこで東京から50- 60kmにあるこの地域を

集約的 3毛作中郊地帯 と名づけたい｡ したがって首都圏の農業地域は 1- 2毛作近郊農業地域,水田

通勤兼業地域,野菜3毛作中郊地域,農山村工芸 (契約)作物地帯 ･高冷地夏野菜地帯という空間配置

になることをスライ ドを利用してあさらかtこした｡

なお, この発表は渋沢文隆 (教育大附中)氏との共同研究の一部をなすものである｡ (5月17日)

ヨ ー ロ ッ パ の 植 生 と 生 活

吉 野 み どり

ヨーロッパの植生を概観すると,まず ピレネー ･アルプス ･Lyナルアルプスとつらなる山地を境に

して,以南の地中海地方の常緑硬葉樹林と,その北方のいわゆるもっともヨーロブバ的な落葉広葉樹

林とに分け られる｡アルプス以北では, ヨーロッパ大陸の西部から東部iこ向って,気候は海洋的か ら

大陸的iこ変ってゆくのに伴い,植生も次第に大陸的なものへと変化する｡この変化を追うひとつの指

標はブナの分布である｡ブナは温和でやや湿潤な気候を好み,冬の寒さがさびしく乾燥のはげしい地

域には出現しない｡ブナの分布の限界は,ほぼヌカy汐ナビア半島南部と黒海をむすぷ線にあたり,

この境界は植生からみた海洋的ヨーロッパと,大陸的ヨーロッパの境界と考えられる｡この限界より

南ないし西のヨーロッパは,ブナ林が極相であって,かつては平地iこも低い山地にも,ブナの純林や

ブナをまじえた広大な落葉広葉樹林が分布していた｡しかし,きわめて湿潤で酸性の土地には,土壌
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